
雨にもかかわらず多数ご来場

サマーナイトin修徳

　

８
月
３
日
（
日
）
の
『
サ

マ
ー
ナ
イ
ト
in
修
徳
』
で
は

大
変
暑
い
中
、
ま
た
雨
の
中

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

昨
年
に
続
き
、
今
年
も
雨

に
降
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た

　

６
月
11
日
（
水
）、
漢
字

資
料
館
を
見
学
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

梅
雨
空
の
中
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
約
50
名
と
い
う
多

数
ご
参
加
の
催
し
と
な
り
ま

し
た
。

　

修
徳
学
区
内
に
あ
る
日
本

漢
字
能
力
検
定
協
会
の
２
階

に
あ
り
、『
漢
字
の
魅
力
と

お
も
し
ろ
さ
を
再
発
見
！
』

を
テ
ー
マ
に
、
体
感
・
体
験

型
の
資
料
館
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

館
内
に
入
り
、
ひ
と
き
わ

目
を
引
く
の
は
、
毎
年
12
月

に
清
水
寺
に
て
発
表
さ
れ

る
『
今
年
の
漢
字
』
歴
代
の

作
品
で
す
。
そ
の
迫
力
は
圧

巻
！

　

そ
の
他
に
も
、
漢
字
の
誕

生
が
ひ
と
目
で
わ
か
る
年
表

形
式
の
展
示
が
あ
り
、
普
段

は
何
げ
な
く
目
に
し
て
い
る

漢
字
の
奥
深
さ
に
ふ
れ
る
事

が
で
き
ま
し
た
。

　

魚
や
動
植
物
の
名
前
探
し
、

組
み
合
わ
せ
て
熟
語
を
作
る

漢
字
サ
イ
コ
ロ
や
貝
合
わ
せ

な
ど
の
様
々
な
体
験
コ
ー
ナ

ー
で
は
、
皆
で
知
恵
を
出
し

合
い
、
夢
中
に
な
っ
て
、
遊

ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

丁
寧
な
解
説
も
し
て
い
た

だ
き
、
皆
様
笑
顔
で
、
漢
字

の
魅
力
を
満
喫
さ
れ
た
ご
様

子
で
し
た
。

　

見
学
後
は
、
松
原
烏
丸
西

入
『
叶
夢
』
に
て
昼
食
会
。

美
味
し
い
お
好
み
焼
き
を
頂

き
な
が
ら
の
歓
談
の
ひ
と
と

き
を
も
ち
ま
し
て
、
見
学
会

の
楽
し
い
締
め
括
り
と
な
り

ま
し
た
。

蔭
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

バ
ン
ド
の
件
に
関
し
ま
し

て
は
、
近
隣
の
方
々
に
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
施
設
に
入
居
さ
れ
て

い
る
車
椅
子
の
方
々
ま
で

が
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
大

勢
の
方
に
来
て
い
た
だ
き
、

事
故
も
な
く
無
事
に
終
え
ら

れ
た
こ
と
が
、
私
自
身
大
成

功
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
方
の
お

が
、
最
後
に
は
立
っ
て
踊
ら

れ
て
い
る
の
を
見
て
、
と
て

も
感
動
致
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
施
設
の
先
生
方
か
ら
も
、

「
皆
さ
ん
が
と
て
も
楽
し
み

に
し
て
お
ら
れ
、
僕
た
ち
も

こ
の
様
な
機
会
を
持
た
せ
て

あ
げ
ら
れ
る
こ
と
を
、
と
て

も
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。」

と
言
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

多
く
の
ご
来
場
く
だ
さ
っ

た
方
々
と
ス
タ
ッ
フ
が
、
一

つ
に
な
っ
た
一
日
で
し
た
。

　

来
年
こ
そ
は
晴
天
の
中
で

「
サ
マ
ー
ナ
イ
ト
in
修
徳
」

を
開
催
で
き
る
よ
う
期
待
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

修
徳
ふ
れ
あ
い
広
場

　

実
行
委
員
会　

　
　
　

委
員
長　

森　

修
司雨の中多くの方が来場

ビー玉を受けるのは難しい

「今年の漢字」の展示です

貝合わせに夢中になりました

漢字の魅力を再認識しました

下京図書館スタッフによる紙芝居

福井連合会長の開会の挨拶

山

田

寿

代

漢
字
資
料
館
見
学

女性会

1
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ひ と と き の う た川 柳

弁
財
天
町　
　

都
倉　

昭
蔵

物
差
し
が
二
通
り
要
る
米
と
パ
ン

三
遊
間
き
れ
い
に
破
っ
た
流
れ
星

千
羽
鶴
　
翔
び
た
つ
時
は
き
っ
と
来
る

覚
悟
だ
け
し
て
も
手
足
が
不
足
言
う

叶
え
て
は
く
だ
さ
ら
な
く
て
も
神
ほ
と
け

　

京
都
市
は
鴨
川
や
堀
川
、

各
寺
院
な
ど
で
、市
民
の〝
京

の
七
夕
事
業
〟
を
展
開
し
て

い
る
。
ふ
れ
あ
い
広
場
実
行

委
員
会
と
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
は
、
８
月
３
日
（
日
）
の

サ
マ
ー
ナ
イ
ト
in
修
徳
と
し

て
協
賛
し
よ
う
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
。

　

万
寿
寺
通
に
は
、
子
ど
も

た
ち
の
た
め
の
遊
戯
場
が
あ

る
。
こ
の
親
子
が
希
望
や
願

い
ご
と
を
書
い
て
く
れ
る
こ

と
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、

東
屋
の
前
の
瓦
葺
き
の
塀
に
、

笹
10
本
を
取
り
付
け
て
待
っ

た
。

　

サ
マ
ー
ナ
イ
ト
in
修
徳
は

　

10
月
８
日
（
金
）
秋
晴
れ

の
日
、
京
都
府
更
生
保
護
女

性
連
盟
主
催
の
「
愛
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
が

京
都
テ
ル
サ
ホ
ー
ル
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

修
徳
学
区
か
ら
は
川
成
会

長
の
他
３
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

斎
藤
常
子
会
長
の
挨
拶
の

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
か
ら
徐
々

に
、
紙
芝
居
、
マ
ジ
ッ
ク
が

子
ど
も
た
ち
ば
か
り
か
大
人

た
ち
を
も
、
喜
ば
せ
て
い
る
。

　

ち
び
っ
こ
盆
踊
り
が
始
ま

る
頃
に
は
、
下
京
区
役
所
、

各
自
治
連
合
会
、
洛
央
小
学

校
な
ど
の
来
賓
の
顔
が
見
え

始
め
た
。

　

こ
の
頃
に
は
、
修
徳
児
童

館
の
子
ど
も
た
ち
の
短
冊
が
、

笹
の
葉
と
一
緒
に
、
風
に
揺

れ
て
い
た
。
案
外
、
若
い
女

性
や
ア
ベ
ッ
ク
が
つ
ぎ
つ
ぎ

と
用
意
し
た
短
冊
に
願
い
ご

と
を
書
い
て
吊
る
し
て
い
っ

て
く
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
期
待

の
親
子
づ
れ
も
、
希
望
を
大

声
で
口
に
出
し
て
、
は
し
ゃ

ぎ
な
が
ら
書
い
て
く
れ
た
。

　

背
伸
び
を
し
て
ス
テ
ー
ジ

を
見
る
と
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
キ

ャ
ッ
ツ
が
「
み
ん
な
が
知
っ

て
い
る
懐
か
し
い
楽
曲
」
を

演
奏
し
、
ボ
ー
カ
ル
が
歌
い

始
め
て
い
た
。
司
会
の
森
さ

ん
が
「
七
夕
の
Ｐ
Ｒ
」
を
何

度
も
放
送
し
て
く
れ
て
い
る
。

ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
か
ら
小
雨
に

な
っ
て
い
た
雨
脚
が
強
く
な

っ
た
の
は
、
マ
ジ
ッ
ク
の
本

田
八
夏
さ
ん
が
再
登
場
し
た

７
時
過
ぎ
だ
っ
た
。

　

サ
マ
ー
ナ
イ
ト
in
修
徳
を

覗
き
見
し
な
が
ら
、
83
枚
の

短
冊
は
雨
に
ぬ
れ
て
い
っ
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

　
　
　
　
　
　

小
西　

宏
之

中
村
千
恵
美

雨
に
も
め
げ
ず
10
本
の
笹
に
願
い
の
短
冊

修
徳
も
京
の
七
夕
事
業
に
協
賛

《
更
生
保
護
女
性
会
》

更
生
保
護

　
女
性
会
と
は

中
野
之
町
の
子
供
は

   

　
　
全
員
男
で
す
。

東屋付近のサマーナイト情景

中
で
、
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
社
明

く
ん
」
が
登
場
し
、
会
場
は

そ
の
愛
ら
し
い
姿
に
拍
手
！

こ
れ
か
ら
の
活
動
に
協
力
し

て
く
れ
る
仲
間
を
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
は
京
都
出
身
在
住

の
ば
ん
ば
ひ
ろ
ふ
み
さ
ん

に
、
懐
か
し
の
ヒ
ッ
ト
ソ
ン

グ
「
い
ち
ご
白
書
を
も
う
一

度
」「
Ｓ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ
ｋ
ｏ
」

「
あ
の
素
晴
ら
し
い
愛
を
も

う
一
度
」
な
ど
10
曲
ほ
ど
を

楽
し
い
会
話
を
交
え
な
が
ら

歌
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
ば
ん

ば
さ
ん
の
弾
き
語
り
の
ギ
タ

ー
の
音
色
と
歌
声
に
皆
、
聴

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
と
し

　

更
生
保
護
女
性
会
は
、
地

域
社
会
か
ら
非
行
や
犯
罪
を

な
く
し
、
過
ち
に
陥
っ
た
人

た
ち
の
立
ち
直
り
を
支
援
す

る
全
国
組
織
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
広
く
地
域
の

人
々
に
更
生
保
護
へ
の
理
解

と
協
力
を
得
る
た
め
、
関
係

機
関
、
団
体
と
連
携
し
次
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
を
願
っ
て
、
よ
り

よ
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
女
性
会
の
活

動
は
、
社
会
に
対
す
る
あ
た

た
か
い
関
心
と
優
し
さ
と
ほ

ん
の
少
し
の
時
間
が
あ
れ
ば
、

ど
な
た
で
も
で
き
る
活
動
で

す
。

　

少
子
高
齢
化
は
ど
こ
の
町

内
で
も
見
ら
れ
子
供
の
数
が

減
っ
て
い
ま
す
。

　

中
野
之
町
で
も
十
数
年
前

は
小
学
生
以
下
は
ゼ
ロ
の
時

も
あ
り
地
蔵
盆
な
ど
は
大
人

の
集
ま
り
で
し
た
が
、
今
年

は
十
一
人
の
子
供
が
数
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
数
年
間
に
出
生
し
た

子
、
又
転
居
者
の
子
が
あ
り

賑
や
か
に
数
珠
廻
し
な
ど
を

し
て
過
し
ま
し
た
。

　

特
筆
す
る
の
は
、
こ
の
十

一
人
全
員
が
、
な
ん
と
男
の

子
ば
か
り
で
す
。

　

将
来
の
運
動
会
や
防
災
活

動
な
ど
で
力
に
な
っ
て
く
れ

る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

中
野
之
町　

榎
本　

孝
司	

（
中
野
之
町
は
松
原
通
の
室

町
通
か
ら
新
町
通
ま
で
で

す
。）

て
常
に
前
向
き
な
生
き
方
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
る
意
気

込
み
を
聞
い
て
、
自
分
も
ま

だ
ま
だ
頑
張
ら
ね
ば
と
パ
ワ

ー
を
頂
き
帰
っ
て
参
り
ま
し

た
。

　

今
後
も
更
生
保
護
女
性
会

活
動
に
微
力
な
が
ら
応
援
出

来
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す

京
の
七
夕
か
ら
覗
く

　
　
　
　

サ
マ
ー
ナ
イ
ト
in 

修
徳

第
23
回

　
愛
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

短冊に願い事が書かれた笹
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（
敬
称
略
）

表
彰

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
賞
者
の
お
知
ら
せ

平
成
26
年
4
月
12
日

　

森　
　

公
余
（
御
供
石
）

平
成
26
年
9
月
13
日

　

野
川　

雄
治
・
加
奈
次
男

　

野
川　

煌
斗
（
藪
下
）

平
成
26
年
8
月
30
日

　

湯
浅　

良
輝

　
　
　
　

優
子
（
徳
万
）

平
成
26
年
8
月
30
日

　

大
八
木
秀
彦
・
千
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
（
藪
下
）

平
成
26
年
7
月
31
日

　

ラ
イ
ク
ソ
ー
（
中
野
之
）

平
成
26
年
6
月
15
日

　

松
本　

和
子
（
小
田
原
）

　
　
　
　
　
　
　
　

享
年
87

平
成
26
年
7
月
10
日

　

佐
々
木
邦
吉
（
大
江
）

　
　
　
　
　
　
　
　

享
年
89

　

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
は
９

月
に
自
治
連
合
会
に
加
入
し

て
い
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
、
①

ラ
イ
オ
ン
ズ
シ
テ
ィ
烏
丸
通
、

②
プ
リ
オ
ー
レ
京
都
烏
丸
五

条
、
③
フ
ァ
イ
ン
フ
ラ
ッ
ツ

京
都
室
町
、
④
プ
レ
ミ
ス
ト

京
都
烏
丸
通
、
⑤
ラ
イ
オ
ン

ズ
マ
ン
シ
ョ
ン
烏
丸
通
、
の

理
事
長
と
管
理
会
社
担
当
者

と
協
議
を
し
た
。

　

内
容
は
町
内
会
長
、
副
会

長
、
防
災
部
長
を
選
出
し
、

防
災
活
動
で
連
携
を
す
る
。

　

ま
た
来
年
度
以
降
は
防
犯

委
員
、
交
通
対
策
委
員
、
少

年
補
導
委
員
（
洛
央
小
学
校

児
童
の
家
庭
の
方
）
の
参
加

も
徐
々
に
考
え
て
欲
し
い
と

伝
え
た
。

　

ま
た
以
下
の

①
一
時
避
難
所
は
修
徳
公
園

で
、
総
合
福
祉
施
設
修
徳

が
「
行
政
そ
の
他
の
支
援

物
資
が
配
給
さ
れ
る
避
難

所
」
で
災
害
弱
者
を
中
心

に
２
３
１
名
を
収
容
で
き

る
こ
と
。

②
重
症
者
、
重
病
人
は
施
設

の
車
で
病
院
へ
搬
送
で
き

る
こ
と
。

③
地
震
に
よ
る
ケ
ガ
人
な
ど

を
マ
ン
シ
ョ
ン
ロ
ビ
ー
で

収
容
で
き
る
か
調
べ
て
ほ

し
い
こ
と
。

④
各
家
庭
で
「
非
常
持
ち
出

し
袋
」、
携
帯
電
話
で
の

「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ア
ル
」

な
ど
今
後
の
研
修
を
考
え

て
い
る
こ
と
。

⑤
火
災
の
類
焼
が
迫
る
場
合

に
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
高
層

階
か
ら
の
類
焼
情
報
の
伝

達
の
こ
と
。

平
成
26
年
9
月
9
日

　

近
森　

す
ゑ
（
中
野
之
）

　
　
　
　
　
　
　
　

享
年
98

平
成
26
年
9
月
11
日

　

三
並
ヤ
ス
子
（
深
草
）

　
　
　
　
　
　
　
　

享
年
93

平
成
26
年
9
月
18
日

　

近
森　

良
子
（
中
野
之
）

　
　
　
　
　
　
　
　

享
年
68

平
成
26
年
9
月
22
日

　

梶　
　

正
男
（
亀
屋
）

　
　
　
　
　
　
　
　

享
年
89

平
成
26
年
9
月
28
日

　

田
中
み
つ
子
（
徳
万
）

　
　
　
　
　
　
　
　

享
年
91

地
震
減
災
で
の
協
力
か
ら

⑥
避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
。

　

こ
の
様
な
こ
と
を
マ
ン
シ

ョ
ン
住
民
の
方
々
も
修
徳
学

区
民
と
一
緒
に
防
災
や
そ
の

他
の
行
事
に
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
話
し
合
っ
た
。

　

修
徳
学
区
側
出
席
者
＝
福

井
自
治
連
合
会
々
長
・
高
橋

自
主
防
災
会
々
長
・
花
水
ま

ち
づ
く
り
事
業
担
当
常
任
委

員
・
小
西
同
顧
問

☆マンションの住所☆
自治連合会加入

①烏丸通五条上る東側

②室町通松原下る西側

③室町通五条上る西側

④烏丸通五条上る東側

⑤烏丸通松原下る東側

平
成
26
年
10
月
15
日

京
都
府
交
通
対
策
協
議
会

交
通
安
全
功
労
等
表
彰

　

数
井　

晴
次
（
玉
屋
）

平
成
26
年
11
月
26
日

京
都
府
更
生
保
護

女
性
連
盟
会
長
表
彰

　

中
村　

順
恵
（
玉
津
島
）

平
成
26
年
11
月
1
日

京
都
市
市
長
表
彰

　

修
徳
消
防
分
団

優
良
消
防
分
団
員
表
彰

　

櫻
田　

真
也
（
材
木
）

永
年
勤
続
30
年
表
彰

　

福
井　

謙
三
（
小
田
原
）

永
年
勤
続
30
年
表
彰

　

中
村　

正
和
（
大
江
）

マ
ン
シ
ョ
ン
と
の
交
流

　修徳学区では「修徳景観づくり協議会」を設立し、京都市に第１号として認定され
ているので、建築を計画した時点で、建物が建つ町のみなさんと、「景観づくり相談
会」を開催して、「どんな色や部材がいいんじゃないですかね」などと、施主さんと
話し合わなければ、建築確認に移れない仕組みになっています。その話し合いが、町
のみなさんのつながりを強めることになります。そこで『まちなみ文化財』とのつな
がりも意識されます。
　昨年度は44軒の『修徳まちなみ文化財』を選定し、山本下京区長から「欅のプレー
ト」を、平井特別顧問から「選定証」を授与していただきました。『まちなみ文化財』
は学区民の目にとまることによって、まちなみの模範として意識されています。

　今年度は昨年度の44軒以外に、その時選定を見送ったり、その後の新築された家屋
を追加することを、８月27日第２回選定会議できめ９月15日にまち歩きをして、26
軒の候補をあげました。12月予定の学区民ワークショップで、認定してもらうことに
なります。幸い京都市の助成金をいただけることになったので、追加予定の26軒を加
え、計約70軒の『まちなみ文化財マップ』を作成して、各町のみなさんの景観意識の
向上に役立てることを計画しています。
　　　　　　　　　　　　修徳景観づくり協議会　事業担当常任委員　西田　教子

まちなみ文化財マップを作成

修徳まちなみ文化財候補を追加選定
町内会のみなさんの心がつながるために

④プレミスト京都烏丸通

⑤ライオンズマンション烏丸通 ①ライオンズシティー烏丸通

②プリオーレ京都烏丸五条

③ファインフラッツ京都室町

成
影
仏
具
店

福
田
金
属
箔
粉
工
業
旧
社
屋
（
復
元
）
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◆団体競技成績◆
優　勝 ２　位 ３　位 ４　位

玉 入 れ 競 技 中 野 之 町 大 江 町 修 徳 特 養 小 田 原 町
壮年レインボー競争 小 田 原 町 玉 屋 町 藪 下 町 大 江 町
玉 送 り 競 争 大 江 町 月 見 町 修 徳 特 養 御 供 石 町
つ な 引 き 競 技 中 野 之 町 大 江 町 藪 下 町 亀 屋 町
混合スプーンリレー 大 江 町 月 見 町 玉 屋 町 布 屋 町

シ
ル
バ
ー
缶
吊
に
出
ま
し
た

壮
年
レ
イ
ン
ボ
ー
に
優
勝
で
す

　毎年修徳児童館が開催されている、子供たち対象の「お
みせやさんごっこ」というイベントがあるのですが、この
度そのお店屋さんづくりをまちづくり委員会がお手伝いし
ました。
　９月６日（土）の午前10時半にせんだんホールに子供た
ちが集まり、お店作りが始まりました。用意したダンボー
ルやクラフト紙、絵の具やクレヨンを見ると子供たちの目
の色が変わり、あらかじめ作っておいた木製フレームを利
用していろいろなお店屋さんが形になっていきます。アク
セサリー屋、お菓子屋、本屋、たこ焼き屋、お花屋、お寿
司屋、アイスクリーム屋、レストランなど、子供たちのイ
メージする形が具体化していきます。
　子供たちの「こんな風にしたいねん！」という言葉に、
まちづくり委員がお店づくりのヒントをアドバイスしまし
た。段ボールを切って壁にしたり屋根にしたり、絵の具で
色を付けて、レンガを描いたり看板を作ったり、会場では
子供たちのものすごい騒ぎの中、作業が続きました。お昼
の休憩をはさんで午後３時までに作業は終わり、お店が並
んだ町並みが出来あがりました。
　週が明けて８日（月）の午前10時半から本番の「おみせ
やさんごっこ」が始まり、お店を作った小学生が、お客さ
んの乳幼児を相手に「いらっしゃ～い！」と声を掛け、商
売繁盛の商店街になりました。それぞれのお店にはお客さ
んがいっぱいで、お昼までにぎやかなイベントが続きまし
た。
　この子供たちが20年後30年後に本当のお店屋さんや建
物を造って修徳のまちづくりをしてくれることを期待して、
これからもこういう活動を続けていきたいと思いました。
まさにまちづくりは人づくりからです。
　最後に今回のイベントに皆様からダンボールの材料をご
提供いただきましたことを御礼申し上げます。

まちづくり委員会 荒 川 晃 嗣

10
月
19
日
（
日
）

	

◆
こ
の
広
報
誌
修

徳
を
見
て
も
、
毎

月
発
行
の
修
徳
情

報
を
見
て
も
修
徳

自
治
会
の
各
理
事

は
、
担
当
行
事
を

行
っ
て
い
る
◆
そ
の
行
動
で

住
民
の
生
活
が
保
た
れ
、
和

が
生
ま
れ
る
◆
こ
れ
が
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
で
あ
る
◆
修

徳
は
様
々
な
事
で
表
彰
さ
れ

た
り
、
話
題
に
な
っ
た
り
し

て
い
る
◆
こ
れ
か
ら
も
和
を

保
ち
安
心
安
全
を
進
め
た
い

　

運
動
会
当
日
は
ま
さ
に
こ

れ
が
「
本
日
は
晴
天
な
り
」

と
い
う
好
天
に
恵
ま
れ
午
前

９
時
の
開
会
式
を
か
わ
き
り

に
予
定
通
り
競
技
を
行
う
事

が
出
来
ま
し
た
。

　

今
年
は
成
徳
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
お
借
り
し
て
の
開
催
。

前
年
の
成
徳
学
区
運
動
会
見

学
、
今
年
の
春
に
は
福
井
連

合
会
々
長
と
下
京
中
学
校
と

の
話
し
合
い
等
、
準
備
を
進

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し

て
本
部
役
員
、
町
内
委
員
の

皆
様
に
は
例
年
以
上
に
ご
苦

労
を
か
け
し
ま
し
た
。

　

以
前
に
は
成
徳
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
行
っ
て
い
た
と
は
い
え
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
広
さ
も
形
状

も
当
時
と
は
変
わ
っ
て
お
り
、

ほ
ぼ
一
か
ら
の
段
取
り
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
来
年
も
成
徳
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
使
わ
せ
て
頂
け
ま
し

た
ら
、
レ
イ
ア
ウ
ト
や
競
技

も
色
々
と
考
え
て
開
催
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
広
告
主
の
皆
様
、

ま
た
そ
の
収
集
に
ご
協
力
頂

き
ま
し
た
方
々
に
は
、
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
ラ
ッ
キ
ー
賞
の
抽

選
で
、
５
口
以
上
当
選
さ
れ

た
町
内
は
、
御
供
石
、
月
見

材
木
の
３
町
で
す
。

　

修
徳
体
育
振
興
会
々
長

　
　
　
　
　
　

内
藤　

栄
紀

玉入れ競争に奮闘中野之町

５試合中２試合優勝の中野之町

おかしやさんです

おはなやさんです

「すしのや」さんです

すばらしいまちづくり

ダンボールで

　　まちづくり
修
徳
ふ
れ
あ
い

　
　
　
大
運
動
会
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京都市下京区新町通松原下る富永町110ー1
◆
◆
◆
◆
◆
◆

特別養護老人ホーム
シ ョ ー ト ス テ イ
デイサービスセンター
居宅介護支援事業所
地域包括支援センター
児 童 館

☎ 3 5 1 ‒ 2 1 8 1
☎ 3 5 1 ‒ 2 1 3 9
☎ 3 5 1 ‒ 2 1 9 1
☎ 3 5 1 ‒ 2 1 5 2
☎ 3 5 1 ‒ 2 1 5 3
☎ 3 5 3 ‒ 6 3 9 9

総合福祉施設


